
 

ニュースレポート 

令和７年７月１７日 

 

報 道 機 関  各 位 

文化財課 文化財係   

 

 

タイトル  有年考古館企画展の開催について                  

 

下記のとおり報告いたしますのでよろしくお願いいたします。 

 

行事・事業名 

 

有年考古館企画展「戦争－ある兵士の手紙から」を 

開催中です。 

 

日  時 

 

令和７年１０月１３日（月）まで開催中 

 

場所・住所 

 

赤穂市立有年考古館（赤穂市有年楢原 1164-1）・一階展示室 

趣旨・目的（ＰＲしたいこと） 

 

  このたび有年考古館では、企画展「戦争－ある兵士の手紙から」を開催していま

す。 

令和７（２０２５）年は、終戦８０周年となります。これにあわせ、有年考古館

に寄贈された戦争関連資料のうち、赤穂市有年原出身の兵士が戦地から家族へあて

た手紙を紹介する展示を開催中です。 

 

 

問い合わせ先 

部課係名：教育委員会文化財課文化財係 

担当者名：山中 

電  話：０７９１－４３－６９６２     内線（ ２３２６ ） 

F  A  X：０７９１－４３－６８９５ 

〇添付資料（有） ○ホームページへの掲載（無） 〇議会報告（無） 

AKO CITY 

赤穂市 



有年考古館 企画展「戦争－ある兵士の手紙から」開催要項 

 

１ 展示名  企画展「戦争－ある兵士の手紙から」 

 

２ 会 期  令和７年７月１６日（水）～令和７年１０月１３日（月） 

 

３ 趣 旨 

  令和７（２０２５）年は、終戦８０周年となる。これにあわせ、有年考古館に寄贈さ

れた戦争関連資料のうち、有年村原（赤穂市有年原）出身の兵士が戦地から家族へあて

た手紙を紹介する展示を行う。 

  紹介する資料は平成１８（２００６）年に、久保良道（くぼ・りょうどう）氏が『父

と歩んだ六〇年－戦地からの便りに想う－』の題名で一冊の本にまとめられたもので、

太平洋戦争中にビルマ（現ミャンマー）で戦病死された久保良一（くぼ・りょういち）

氏から、有年原に住んでいた家族へ送られた手紙である。 

  手紙の内容は、当時の世相や人々の心情がつづられ、地域の人々が戦争にどのように

巻き込まれ、どのようにとらえたのかについて知ることができる。 

  展示では終戦８０年を機に、戦地から送られた手紙の内容を紹介し、改めて戦争と地

域の関わりを紹介する。 

 

４ 入館料及び観覧料 

  無 料 

 

５ 会 場 

  赤穂市立有年考古館１階展示室 

 

６ 展示資料 

軍事郵便類 外    計３０点 

 

７ 印刷物・広告等 

 広報あこう、ポスター、チラシ、インターネット、Webサイト「赤穂市立有年考古館」

（http://www.ako-hyg.ed.jp/bunkazai/unekokokan/） 






